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ＴＲＳ 鋼橋疲労を解決 関西大学
坂野教授～№25 トラス橋編①奥多摩橋～

可動橋に続いて、「一度は見たい」をテーマ
に、変わったトラス橋をご紹介します。
戦前最長スパンの道路橋は？ 意外に思う人

は多いだろ
うが、東京
の多摩川上
流部に架か
る奥多摩橋
（写真①）
である。主
径間の長さ
は108ｍ、
構造はブレ
ーストリブ
アーチ橋。
それだけで
も見ごたえ
十分だが、

ご紹介したいのは側径
間。左岸側に1径間、
右岸側に2径間。下側
に弧を描く魚腹トラス
橋という珍品だ（写真
②）。
アーチ橋を上下逆に

したようで、一見不安
定な感じを受ける。メ
リットは鉄の使用量を
少なくできること。架
設は日中戦争時で（写
真③）、鉄の入手が困
難になっていた。
2009年（平成21年）、

土木学会から選奨土木
遺産に認定されてい
る。
◇ ◇

おくたま
ばし。東京
都青梅市、
1級河川・
多摩川をま
たぐ都道に
架かる。鋼
ブレースト
リブアーチ
＋魚腹トラ
ス橋。1939
年（昭和14
年）。橋 長
176.4 ｍ 。
施工は宮地
鐵工所。

坂
野
教
授
は
、
国
土
交
通

省
・
近
畿
地
方
整
備
局
が
主

導
す
る
新
都
市
社
会
技
術
融

合
創
造
研
究
会
で
、「
鋼
床

版
の
疲
労
耐
久
性
向
上
に
関

す
る
研
究
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
。
研

究
室
の
学
生
と
と
も
に
Ｔ
Ｒ

Ｓ
を
使
っ
た
補
強
工
法
の
Ｆ

Ｅ
Ｍ
解
析
や
疲
労

実
験
、
実
橋
で
の

応
力
計
測
を
行

い
、
補
強
前
後
の

計
測
結
果
を
比

較
、
効
果
の
検
証

を
続
け
て
き
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
ま
ず
、
2
0
1

7
年
度
に
紀
の
国

大
橋
（
和
歌
山

市
）
で
行
わ
れ

た
。
同
橋
は
03
年

の
開
通
。
和
歌
山

河
川
国
道
事
務
所

が
管
理
し
、
国
道
26
号
和
歌

山
北
バ
イ
パ
ス
の
橋
長
6
8

9
ｍ
、
幅
員
25
・
3
ｍ
、
8

径
間
連
続
鋼
床
版
箱
桁
橋
。

2
万
5
千
台
／
日
。
鋼
床
版

Ｕ
リ
ブ
・
横
リ
ブ
交
差
部
に

約
3
7
0
箇
所
で
疲
労
亀
裂

が
確
認
さ
れ
た
。
坂
野
教
授

は
「
横
リ
ブ
間
隔
が
3
ｍ
近

い
た
め
、
Ｕ
リ
ブ
が
変
形
し

や
す
く
な
り
そ
う
だ
」。

そ
こ
で
、
ア
ン
グ
ル
材
を

従
来
の
摩
擦
接
合
型
の
ワ
ン

サ
イ
ド
ボ
ル
ト
で
Ｕ
リ
ブ

に
、
横
リ
ブ
側
に
は
通
常
の

高
力
ボ
ル
ト
で
固
定
す
る
対

策
工
事
を
実
施
。
工
事
の
前

後
で
総
重
量
12
・
9
ｔ
の
試

験
車
（
散
水
車
）
を
時
速
約

60
㎞
で
走
ら
せ
て
応
力
計
測

を
行
い
、効
果
を
検
証
し
た
。

そ
の
結
果
、
Ｕ
リ
ブ
溶
接

部
で
、
最
大
応
力
は
工
事

後
、
約
半
分
に
減
っ
た
。

応
力
範
囲
の
最
大
値
は
、

補
強
前
の
約
70
％
〜
85
％
に

減
少
。
寿
命
の
推
定
値
は
、

補
強
前
の
約
1
・
5
倍
に
延

び
た
。
横
リ
ブ
ス
ロ
ッ
ト
部

で
の
Ｕ
リ
ブ
の
橋
軸
と
橋
軸

直
角
方
向
の
水
平
の
動
き

が
、
ア
ン
グ
ル
材
で
抑
制
さ

れ
た
た
め
だ
。

①①
関
西
大
学
の
坂
野
昌
弘
教
授
は
、
鋼
床
版
に
疲
労
亀
裂
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
に
着

目
し
、
技
術
力
を
持
つ
中
小
企
業
を
集
め
て
東
大
阪
橋
梁
維
持
管
理
研
究
会
（
現
・
橋

守
支
援
セ
ン
タ
ー
関
西
支
部
）
を
立
ち
上
げ
、
会
員
会
社
と
共
同
で
、
リ
ベ
ッ
ト
継
手

以
上
の
密
閉
性
が
確
保
で
き
る
支
圧
接
合
型
の
新
型
ワ
ン
サ
イ
ド
ボ
ル
ト
・
Ｔ
Ｒ
Ｓ

（
ス
レ
ッ
ド
・
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ク
リ
ュ
ー
）
を
使
っ
た
疲
労
対
策
工
法
を
開
発
し
た
。

「
新
設
、
更
新
、
補
修
の
い
ず
れ
で
も
、
疲
労
問
題
を
解
決
で
き
る
画
期
的
な
工
法
」

と
し
て
注
目
さ
れ
る
Ｔ
Ｒ
Ｓ
の
開
発
動
向
を
追
っ
た
。

坂野教授と研究室の学生ら

18
年
度
か
ら
は
姫
路
大
橋

（
兵
庫
県
姫
路
市
）
の
補
強

工
事
が
始
ま
っ
た
。
同
橋
は

上
下
線
分
離
構
造
で
72
年
の

開
通
。
姫
路
河
川
国
道
事
務

所
が
管
理
し
、
国
道
2
号
姫

路
バ
イ
パ
ス
に
架
か
る
橋
長

2
5
2
ｍ
、
6
径
間
単
純
合

成
鈑
桁
橋
。
12
万
台
／
日
。

12
年
度
の
定
期
点
検
で
、

主
桁
に
4
千
か
所
を
超
え
る

塗
膜
割
れ
が
確
認
さ
れ
た
。

当
て
板
補
強
が
必
要
な
疲
労

亀
裂
3
4
5
箇
所
の
う
ち
今

回
は
44
か
所
で
、
垂
直
補
剛

材
と
ウ
ェ
ブ
ギ
ャ
ッ
プ
板
の

上
端
部
に
Ｔ
Ｒ
Ｓ
を
使
う
ア

ン
グ
ル
材
補
強
工
を
行
っ

た
。今

年
度
か
ら
は
、
国
道
2

号
浜
手
バ
イ
パ
ス
（
神
戸

市
）
で
も
開
始
。
同
橋
は
86

年
の
開
通
。
兵
庫
国
道
事
務

所
が
管
理
し
、
総
延
長
約
3

㎞
。
5
万
6
千
台
／
日
。

Ｕ
リ
ブ
と
デ
ッ
キ
の
間
の

ビ
ー
ド
貫
通
亀
裂
と
、
垂
直

補
剛
材
上
端
と
デ
ッ
キ
の
間

の
溶
接
部
の
き
裂
に
対
し
、

下
か
ら
Ｔ
Ｒ
Ｓ
で
当
て
板
す

る
工
法
、
Ｕ
リ
ブ
と
横
リ
ブ

の
交
差
部
の
疲
労
亀
裂
に

は
、
Ｔ
Ｒ
Ｓ
を
使
っ
て
ア
ン

グ
ル
材
を
Ｕ
リ
ブ
に
、
通
常

の
高
力
ボ
ル
ト
で
横
リ
ブ
に

固
定
す
る
対
策
工
事
を
施

し
、
紀
の
国
大
橋
と
同
様
の

実
験
を
行
っ
た
。

そ
の
結

果
、
最
大
応

力
が
補
強
後

は
半
減
。
応

力
範
囲
の
最

大
値
も
40
％

減
り
、
補
強

前
の
最
も
短

い
疲
労
寿
命

の
推
定
値
55

年
が
補
強
後

は
3
万
7
千

年
と
6
0
0

倍
以
上
に
な

り
、
疲
労
耐
久
性
が
大
幅
に

向
上
し
た
。

ま
た
、
本
州
四
国
連
絡
高

速
道
路
で
は
、
神
戸
淡
路
鳴

門
自
動
車
道
で
門
崎
高
架
橋

（
7
径
間
鋼
床
版
箱
桁
橋
、

橋
長
1
0
0
9
・
5
ｍ
）
の

鋼
床
版
ビ
ー
ド
貫
通
亀
裂
へ

の
下
面
補
修
12
か
所
と
、
瀬

戸
中
央
自
動
車
道
で
櫃
石
島

橋
（
3
径
間
連
続
鋼
ト
ラ
ス

橋
、
7
9
2
ｍ
）
と
岩
黒
島

橋（
同
7
9
2
ｍ
）の
横
ト
ラ

ス
下
弦
材
の
耐
震
補
強
に
、

Ｔ
Ｒ
Ｓ
を
使
っ
た
Ｔ
字
形
材

接
合
に
よ
る
幅
厚
比
パ
ラ
メ

ー
タ
改
善
が
採
用
さ
れ
た
。

重
交
通
の
姫
路
・
浜
手
Ｂ
Ｐ
で
も

疲
労
耐
久
性
が
大
幅
向
上

Ｔ
Ｒ
Ｓ

②②

③③

当
て
板
補
強
の
構
造

大阪府都市整備部「地震防災アクションプログラム」
1995年の阪神・淡路大震災を契機に、緊急的に取り組

むべき対策を取りまとめた「地震防災アクションプログ
ラム」を98年に策定した。その後、南海トラフ巨大地震
の被害想定の公表などにより2回改訂。さらに、18年の
大阪府北部地震と台風・豪雨被害を受け、翌年に一部修
正が行われた。現在のプログラムは、15年度から24年度
までの10年計画。「あらゆる可能性を考慮した最大クラ
スの地震・津波」を想定し、「人命を守る」ことを最優
先に、被害を最小化する「減災」の視点に立ち、ハード
・ソフトを組み合わせた総合的な取り組みになってい
る。そのうち橋梁の耐震化については、広域緊急交通路
（重点14路線）から優先的に実施し、重点14路線を跨ぐ
橋梁、鉄道を跨ぐ橋梁や広域緊急交通路（その他路線）
を順次実施し、397橋を対象に、今年度までに完了させ
る目標で進めてきた。

疲
労
亀
裂
に
採
用
拡
大
望
む

坂
野
教
授
は
、「
実
験
の

結
果
、
Ｔ
Ｒ
Ｓ
で
当
て
板
補

強
す
る
こ
と
で
、
応
力
が
半

分
か
ら
3
分
の
1
に
低
減
で

き
た
。
疲
労
試
験
（
軸
重
26

ｔ
相
当
で
2
0
0
万
回
以

上
）
で
も
亀
裂
は
出
な
い

し
、
再
発
も
な
い
。
予
防
保

全
と
事
後
保
全
の
効
果
が
あ

る
と
確
認
で
き
た
。
引
き
続

き
実
証
実
験
を
重
ね
、
疲
労

亀
裂
で
困
っ
て
い
る
橋
梁
へ

の
採
用
が
広
が
る
こ
と
を
望

む
」
と
話
し
て
い
る
。

ＴＲＳを使った補強後の櫃石島橋
（Ｔ字形材は写真赤囲部）
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